
平成 25 年度 横浜市立大学児童精神科業績 

 

① 原著論文（症例報告を含む） 

 

高橋雄一,清家洋二,庄紀子,大森武,新井卓：子どもの摂食障害―小児の摂食障害の長期転

帰と精神科治療の検討―,児童青年精神科とその近接領域,第 54 巻第 2号,p186-195,2013 

 

藤田純一．児童精神科外来での精神病様体験．最新精神医学．19 : 5-12.2014. 

 

藤田純一，新井卓，高橋雄一，河野美帆，黒江美穂子，豊原公司，庄紀子，南達哉，斎藤

万比古．児童青年精神科領域の精神病性障害に対する診断・支援に関する意識調査‐児童

青年期の統合失調症を中心とする精神病性障害の診断・治療の標準化にむけて‐．

54 :599‐607，2013． 

 

加藤 隆弘，大塚耕太郎，鈴木友理子，藤澤大介，佐藤玲子，青山久美，橋本直樹，鈴木

志麻子，神庭重信：こころの応急対応 (メンタルヘルス・ファーストエイド)―日常臨床場

面における、うつ病の早期介入と自殺予防―．「臨牀と研究」平成 26 年新年号（投稿準備

中） 

 

② 総説 

 

高橋雄一,中川牧子,大塚達以,小田原俊成,竹内直樹,平安良雄：総合病院における児童精神

科診療の課題―横浜市立大学附属市民総合医療センターにおける児童精神科専門診療につ

いて―,総合病院精神医学,第 24巻 4号,p342-348,2012 

 

竹内直樹、診察室からみた子どもの発達障害、今、「発達障害」を考える、学校運営 No.629: 

14-17 , 2013 

 

竹内直樹：身体醜形障害、子どもの心の処方箋ガイド、中山書店（投稿中） 

 

③ 資料 

藤田純一,新井卓,高橋雄一他：児童青年精神科領域の精神病性障害に対する診断・支援に

関する意識調査,児童青年精神科とその近接領域,第 54巻第 5号,p599-608,2013 

 

④ 著書 

青山久美（分筆）：精神保健福祉白書 –中央法規出版，p155 2013 



 

⑤ 学会発表 

（国内学会） 

藤田純一，高橋雄一，加藤秀一，山本恭平，黒江美穂子，豊原公司，庄紀子，南達哉，新

井卓．児童思春期外来初診患者の精神病様体験と自殺リスクの検討．第 54回日本児童青年

精神医学会総会．札幌．2013．10 

 

青山（上原）久美：よくわかる脱法ドラッグの乱用・依存の臨床 新たな薬物問題の拡大，

シンポジウム 薬物依存をめぐる多様な変化と臨床，第 109 回日本精神神経学会学術総会．

福岡，2013.5  

 

青山（上原）久美，早坂透，井上恭子，大曽根しのぶ，高橋友加子，堀内恵美子，澁谷由

季子，黒澤文貴，川副泰成，平成 25 年度アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会．岡

山，2013.10 

 

青山久美，浅野広大，金澤さやか，竹内直樹：横浜市立大学附属病院児童精神科における

初診患者の受診動向，第 54 回日本児童青年精神医学会総会．札幌．2013.10 

 

森川美奈，高橋雄一，大塚達以，中川牧子，西尾友子，小田原俊成，平安良雄：横浜市立

大学附属市民総合医療センターにおける摂食障害家族教室の実践～児童・思春期を対象に

～,神奈川県精神医学会第 164 回例会,2013.2,横浜 

 

栗山薫，近藤大三，中川牧子，野本宗孝，大塚達以，高橋雄一，小田原俊成，平安良雄：

摂食障害の入院診療の傾向について,神奈川県精神医学会第 164 回例会,2013.2,横浜 

 

中川牧子, 大塚達以, 西尾友子, 高橋雄一, 竹内直樹：治療抵抗性統合失調症の 14歳男児

にクロザピンを使用した一例, 第 54 回日本児童青年精神医学会総会,2013.10,札幌 

 

大塚達以, 森川美奈, 大森武, 中川牧子, 西尾友子, 高橋雄一, 竹内直樹:横浜市立大学

附属市民総合医療センターにおける児童精神科デイケアの実態と展望 12 年間の変遷につ

いて, 第 54 回日本児童青年精神医学会総会,2013.10,札幌 

 

森川美奈, 大塚達以, 中川牧子, 栗山薫, 高橋雄一, 竹内直樹：横浜市立大学附属市民総

合医療センターにおける児童精神科デイケアの実態と展望 支援の枠組みを再検討して,

第 54回日本児童青年精神医学会総会,2013.10,札幌 

 



栗山薫，近藤大三，中川牧子，野本宗孝，大塚達以，高橋雄一，小田原俊成，平安良雄：

横浜市立大学附属市民総合医療センター精神医療センターにおける摂食障害入院患者の臨

床的特徴について,第 17 回日本摂食障害学会・学術集会,2013.11,神戸 

 

西尾友子，中川牧子，大塚達以，高橋雄一，竹内直樹：神経性大食症の治療経過中に母親

の自殺を経験した青年期女子,第 31回日本青年期精神療法学会総会,2013.12,横浜 

 

（国際学会） 

K.Aoyama：Addiction and Japanese Culture， Korea Neuropsychiatry Congress，慶州，

2013.10 

 

⑥ 研究助成金 

 

青山久美（分担）：精神・神経疾患研究開発費, 専門病院受診者に対する認知行動療法の開

発と普及に関する研究, アルコールを含めた物質依存に関する病態解明及び社会心理的治

療法の開発に関する研究, 900,000 円, 2012 年 4月～2013 年 3 月 

 

⓻ 講演 

 

青山（上原）久美：再飲酒と家族の絆，断酒新生会 栄支部  2013.1 

青山（上原）久美：依存症とその支援 ―変化する薬物と依存症者―，横浜 DARC 家族会，

横浜 2013.01 

青山久美：乱用される薬物と身体への影響，学校保健夏季研修講座，横須賀，2013.7 

青山久美：アルコール問題の見立てと回復の支援．アルコール関連問題研究会，岩手，2013.7 

青山久美：前兆 医療が必要な子どもの着目点，児童・生徒理解のための心の支援セミナ

ー，横浜，2013.8 

竹内直樹：支援 親子、職場の疲れを回復させる心得は？，児童・生徒理解のための心の

支援セミナー，横浜，2013.8 

青山久美：動機づけ面接法（思春期・青年期），神奈川県精神保健福祉従事者向けのスキル

アップ研修，横浜，2013.9 

青山久美：ゲーム・インターネットのコントロール喪失とその支援～こどもの動機を引き

出すには～，厚木児童思春期保険ネットワーク推進委員会，厚木，2013.11 

青山久美：ゲートキーパー指導者養成研修会，島根県立心と体の相談センター，島根，

2013.11 

青山久美：アルコール問題の見立てと回復の支援，仙南保健福祉事務所，宮城，2013.12 

青山久美：薬物依存症の基礎知識と相談技術としての「動機づけ面接」を学ぶ，横浜，2013.12 


